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令和３年度 健康日本 21 推進に関する特別委員会 事業報告 
 
 
１． 活動テーマ 
   「新しいニーズに対応した保健師活動の確立のため、部署横断的連携と協働により、健康日

本２１（第２次）の推進に寄与する。」 
 
２． 目的 

当委員会で検討した地域包括ケアの概念図を精査・整理し、「住民と協働ですすめるまちづ

くり」を次世代の保健師に継承するツールとして情報発信し、保健活動の一助とする。 
 
３． 実施状況 

 
４． 結果・課題 
・今年度は、当委員会のこれまでの活動を振り返り、当委員会で検討した地域包括ケアの概念図

の精査及び具体的な活用方法について検討を進めたが、各委員が新型コロナウイルス感染症への

対応を優先せざるを得ない状況の中、検討を深めることが難しい面があった。 
・Withコロナの時代においても、次世代の保健師に「住民と協働ですすめるまちづくり」として、

「みる・つなぐ・動かす保健活動」をつないでいくことが重要である。今般の健康危機管理対応

の経験も踏まえたうえで、今の課題に対応し部署横断的な連携を推進していくためにも、当委員

会で検討した地域包括ケアの概念図の具体的な活用方法等について引き続き検討し、情報発信に

つなげていきたい。 
・健康日本21（第二次）最終評価における健康増進施策の取組状況等の調査に協力した。 

 ・厚生労働省健康局健康課保健指導室「令和 3 年度 地域の医療職と連携した新たな保健指導推

進事業」検討会委員として参画した。今後、外部委託の課題や効果的な取組方法、連携手法等を

整理した『「効果的な保健指導を含む保健事業の外部委託」推進のための手引き』が示される予定

である。 
 ・厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会 歯科口腔保健の推進に関する歯科専門委員会委員

として、「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項」の最終評価等について検討を行った。 

回 開催日 場  所 内  容 
 

R3年5月～6月 

 【メール協議】 
・R3年度事業計画作成 
・課題整理及び重点事項の明確化   
・概念図の精査及び活用方法の検討 等 

1 R3年7月17日 WEB会議 
・情報共有 
・課題整理及び重点事項の明確化   
・概念図の精査及び活用方法の検討 等 

 
R3年8月～12月  【メール協議】 

・概念図の精査及び活用方法の検討 等 

2 R4年1月22日 WEB会議 ・情報共有 
・概念図の精査及び活用方法の検討 等 

 
R4年2月～3月  【メール協議】 

・今年度のまとめ、次年度の計画 等 



 
５．委員 

○岡本 理恵   名古屋市健康福祉局健康部健康増進課長 
    佐藤 尚美   川越市保健医療部保健所健康づくり支援課長 
    望月 三枝子  朝霞市福祉部長寿はつらつ課長 
    伊久美 佳代  藤枝市健康福祉部地域包括ケア推進課長 
    青島 やよい  磐田市健康福祉部健康増進課地域保健グループ長  
 


